
報 道 資 料

平成２３年１１月１９日
奈良県 防災統括室
担当：中田
直通：２７－８４４８
内線：４５０８、４５０９

赤谷地区河道閉塞部分の越流のおそれについて

標記のことについて、別添１の通り近畿地方整備局から「土砂災害緊急情報（奈良

県十津川流域）」第１２号通知がありました。

本県としても、別添２の文書でもって重大な土砂災害が想定される区域（警戒区域）

への立ち入りの禁止の徹底と関連情報の把握について、五條市及び十津川村に通知す

るとともに、災害対策本部幹事会を開催し（１１月１９日２０時）、明朝までの監視体

制及び明朝の警戒区域の安全確認の実施を確認しました。

なお、警戒区域である五條市赤谷区域、十津川村長殿区域及び上野地区域の１０世

帯１８人の住民の避難は確認しています。

また、重大な警戒区域である国道１６８号線の一部（長殿区域）についても、現在

通行規制しております。
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赤谷地区河道閉塞部分の越流のおそれについて 

 

 本日 19 時 00 分、近畿地方整備局より、土砂災害緊急情報（奈良

県十津川流域）第 12 号で、赤谷地区において本日夜遅くから未明に

かけて湛水池が満水となって河道閉塞部分で越流が始まり、土石流

が発生するおそれがあることが発表されました。 

現在、赤谷地区の河道閉塞にかかる重大な土砂災害が想定される

区域は、各市村において災害対策基本法第６３条第１項の規定に基

づく警戒区域に設定されておりますが、改めて下記の点について適

切に処置いただくようお願いします。 

 

記 

 

１ 警戒区域への立入りの禁止を徹底すること。 

 

２ 降雨の状況によっては、見込みより早く越流が始まる場合もあ

るので、気象情報や、近畿地方整備局が発表する水位の状況の把

握にに万全を期し、警戒体制を強化すること。 
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